
SSS011-P01 会場:コンベンションホール 時間: 5月27日17:15-18:45

山陰地方の温泉観測ネットワークにみられる地震による水温・水位変化
について

Coseismic temperature and level change of hot spring water observed in
San-in district
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2000年鳥取県西部地震後の2002年より山陰地方では15地点の温泉水の水温(0.01℃精度)・水位観
測を実施している．西田他（2009）によって，そのうち数地点における地震後に水温変化につ
いて，変化量と地震の特徴との関連性について調べている．また，地震後の変化以外にも一定の
トレンドを持った変化についても，深部地殻のストレス場の状態との関連性を指摘している．本
研究では，これらの変化について定量的な評価を行うために相関係数やARモデルを用いた数値
解析を試みた。また，ネットワーク内の数点で水位・水温の変化が連動していることが判明し，
その分析を行った。
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